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歌
俗
曲

へ

黄

冬

柏

一
、

は

じ

め

に

筆
者

は
先
に
拙
稿

「
西
廂
故
事

の
流
伝
と

『
伝
奇
』
」
に
於
い
て
、
唐
代
か
ら
明
代

に
至
る
ま
で
、
西
廂
故
事

の
流
伝
と

「
伝
奇
」

と
い
う
名
称

の
変
遷
と
の
間
に
は
繋
が
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
検
証
し
た
。
崔
鴬
鴬
と
張
生

の
恋
愛
を
題
材
と
す
る

こ
の
西
痛
故
事
は
、

唐
代

伝
奇
小
説

「
鴬
鴬
伝
」

か
ら
明
代
伝
奇

『
南
西
痛
記
』
に
至
る
ま
で
、
鼓
子
詞

・
諸
宮
調

.
話
本

.
戯
文
、
或

い
は
戯
曲
と
い
つ

た
種

々
の
文
学
作
品
に
仕
組
ま
れ
、
ま
さ
し
く

「
伝
奇
」
と
い
う
言
葉
の
指
す
ジ

ャ
ン
ル
が
様
々
に
変
化
し
た
と
同
様

に
色
々
な
作
品

に
展
開
し
つ
つ
、
世
に
送
り
出
さ
れ
て
来
た
。
ま
た
、
文
人
の
案
頭
文
学
と
し
て
生
ま
れ
た
後
、
民
間

の
講
唱
文
芸

と
な
り
、
そ
し
て

戯
曲

の
舞
台
に
於
い
て
も
上
演
さ
れ
た
こ
の
西
廂
故
事

は
、
常
に
雅
俗
の
間
に
歩
を
進
め
、
文
人
士
大
夫
の
筆
端
に
と
ど
ま
ら
ず
、
民

間

の
講
唱
文
芸
に
於

い
て
も
恰
好

の
題
材
と
し
て
詠
い
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る

「
伝
奇
」
と
は
、
明
清
戯
曲
中
の
長
編
南
曲
を
指
す
。
明
清
の
伝
奇
は
、
完
全
に
文
人
化
し
た
も
の
と
し
て
、

す
で
に
元
来
俗
文
学
が
持

つ
通
俗
自
然
な
ど
の
特
長
を
失

っ
て
、
し
だ
い
に
民
衆
か
ら
離
れ

つ
つ
あ

っ
た
。
そ
の

」
方
、
民
間

で
は
通

俗
的
な
民
歌
俗
曲
の
た
ぐ
い
が
流
行
し
て
い
た
。

こ
の
民
歌
俗
曲
は
、
ま
た
、

「時
曲
」

「
時
調
」

「
小
曲
」

「
小
調
」
と
も
呼
ば
れ

る
。

こ
れ
ら
の
民
歌
俗
曲
は
、
明
末
の
卓
人
月
が
、

我
が
明
は
詩
は
唐
に
譲
り
、
詞
は
宋
に
譲
り
、
曲
は
ま
た
元
に
譲
る
も
、
庶
幾

〔呉
歌
〕

〔掛
枝
児
〕

〔羅
江
怨
〕

〔打
築
竿
〕

[銀
絞
締
〕
の
類
は
、
我
が
明
の

一
絶
た
る
の
み
。

「80一



と
述
べ
る
よ
う
に
、
明
清
時
代
に
於
い
て
最
も
繁
栄
し
た
、
時
代
を
代
表
す
る
文
学
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
唐
詩

・
宋

詞

・
元
曲
と
同
じ

よ
う
に
、
重
要
視
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

本
稿

で
は
、
従
来
あ
ま
り
扱
わ
れ
な
か

っ
た
、
西
廂
故
事

を
題
材
と
す
る
明
清
の
民
歌
俗
曲
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
と
西
廂
故
事

に

取
材
し
た
伝
奇
と
の
比
較
研
究
を
通
し
て
、
明
清
時
代
に
お
け
る
西
廂
故
事

が
文
人
の
曲
か
ら
民
間
の
歌

へ
と
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

の
か
に

つ
い
て
、
各
受
容
層

の
嗜
好
や
社
会
背
景
な
ど
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
明
清
傳
奇
に
お
け
る
西
廂
故
事

ま
ず
、
明
清
時
代
に
お
け
る
伝
奇
の
発
展
状
況
、
及
び
西
廂
故
事

を
題
材
と
す
る
伝
奇
作
品
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

中
国
古
典
戯
曲
は
、
宋
元
時
代
に
盛
ん
に
発
展
し
た
後
、
明
代
か
ら
文
人
劇
を
代
表
と
す
る
伝
奇
の
時
代
に
入

っ
た
。
清
代
の
中
頃

に
至
る
ま
で
、
中
国
の
士
大
夫
は
終
始

一
貫
し
て
伝
奇
創
作
の
主
役
と
な
つ
て
い
る
。
元
末
明
初
、
江
南
文
人
の

一
人
で
あ

っ
た
高
則

誠
の

『
琵
琶
記
』
を
は
じ
め
、

『
荊
銀
記
』

『
劉
知
遠
白
兎
記
』

『
拝
月
亭
幽
閨
記
』

『
殺
狗
記
』
の
い
わ
ゆ
る

「
四
大
南
戯
」
が
出

る
に
及
ん
で
、
南
戯
か
ら
伝
奇

へ
急
激
な
発
展
を
み
る
。
明
の
嘉
靖
以
後
、
大
勢
の
文
人
が
参
与
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、

「
曲
海
詞
山
」

の
盛
況
を
現
出
し
、
さ
ら
に
清
の
康
煕
年
間
に
は
洪
昇

二

六
四
五
～

一
七
○
四
)
と
孔
尚
任

二

六
四
八
～

一
七

一
八
)
の
い
わ
ゆ

る

「
南
洪
北
孔
」
が

『
長
生
殿
』

『桃
花
扇
』
と
い
う
古
典
戯
曲

の
讐
壁
を
創
り
出
し
た
。

こ
の
前
後
約

四

・
五
百
年
の
間
に
、
伝
奇

は
、
宋

元
南
戯
か
ら
進
化
し
、
体
裁
完
備

・
格
律
謹
厳
た
る

「雅
戯
」
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

明
清
時
代

の
長
編
戯
曲
作
品
を

「
伝
奇
」
と
呼
ぶ
の
は
、
明
の
呂
天
成
に
始
ま
る
。
彼
は
万
暦
三
十
八
年

(
一
六

一
○
)
に
著
し
た

戯
曲
論
著

『曲
品
』
の
中
で
、
北
曲
雑
劇
と
異
な
る

一
九

二
種

の
戯
曲
作
品
を
全
て

「伝
奇
」
と
称
し
た
。
そ
れ
以
後
、
明
清
の
戯
曲

家
は
み
な
明
代
以
来
の
長
編
戯
曲
を

「
伝
奇
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。
明
の
祁
彪
佳

『
遠
山
堂
曲
品
』

の
中
に
は
、
四
六
六
種

の
伝

奇
作
品
が
見
え
、
高
突
の

『
新
傳
奇
品
』
中
は
、

二
〇
九
種
の
伝
奇
作
品
を
記
載
し
、
そ
し
て
清
の
挑
墜

『
今
樂
孜

謹
』

に
は
、

一
○

二
三
種

の
伝
奇
名
目
を
収
め
て
い
る
。

一
方
、
南
曲
伝
奇
が
益
々
繁
盛
し
、
北
曲
雑
劇
が
日
に
日
に
衰
微
し
て
ゆ
く
明
清
時
代
に
至

つ
て
も
、
北
曲
雑
劇

の
代
表
作
と
し
て
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
七
号

の
王
實
甫

『
西
痛
記
』

(以
下

『
王
西
廟
』
と
略
称
す
る
)
は
、
却

っ
て
案
頭
か
ら
戯
台
に
至
る
ま

で
甚
大
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
つ
つ
、

様
々
な
形

で
広
範
に
流
行
し
て
い
る
。
ま
ず
、

『
王
西
廟
』
の
刊
行
状
況
か
ら
見
て
み
る
と
、
中
国
古
典
戯
曲
作
品

の
中

で
は
、

『
王

西
庵
』
の
刊
本
が
最
も
多
く
見
ら
れ
る
。
今
日
知
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
明
代
に
於
い
て
は
六
十
余
種
の
刊
本
が
上
梓
さ
れ
、
さ
ら
に

清
代

の
刊
本
も
七
十
種
余
り
に
昇

つ
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
、
南
曲
伝
奇
の
勃
興
に
応
じ
て
、
伝
奇

の
形
式
に
基
づ

い
て
刊
刻
し
た
作

品
が
少
な
く
な
い
。
徐
士
範

・
熊
龍
峰

・
劉
龍
田
な
ど
の
刊
本
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。

ま
た
、
西
廂
故
事

を
南
曲
舞
台
に
上
演
さ
せ
る
た
め
に
、
曲
牌
ま
で
作
り
変
え
た

『
南
西
廟
記
』
が
作
ら
れ
た
。
明

・
毛
晋
の
編
纂

し
た

『
六
十
種
曲
』
の
中
に
、

『
王
西
廟
』
と

一
緒
に
収
め
ら
れ
て
い
る
崔
時
侃

・
李
日
華
の

『
南
西
廟
記
』

(以
下
、

『
南
西
廟
』

と
略
す
)
は
、
南
曲
に
よ

つ
て
西
廂
故
事

を
改
編
し
た
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
。
そ
の
他
の
南
曲
改
編
本
に
つ
い
て
は
、
陸
采

『
南
西

庸
記
』
が
見
え
る
ほ
か
、
王
百
戸

『南
西
廟
記
』

(徐
渤

『
紅
雪
櫻
書
目
』
)

・
高
宗
元

『
新
増
南
西
廟
』

(『
今
樂
孜
謹
』
)
の
二
作

品
名
も
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
明
清
時
代
に
は

『
王
西
廟
』

の
改
作
本
或
い
は

『
王
西
廟
』
の
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
た
伝
奇
作
品
が
大
量
に
出
現
す
る

こ
と

に
な

っ
た
。
明
の
研
雪
子

『
翻
西
廟
』
と
清

の
韓
錫
昨

『
砥
真
記
』

・
張
錦

『新
西
廟
記
』
等
の
伝
奇
は
、
形
式
だ
け
で
は
な
く
、

内
容
ま
で
も
新
し
く
作
り
変
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
の
黄
粋
吾

『
績
西
廟
昇
仙
記
』

・
周
公
魯

『
錦
西
廟
』
と
清
の
湯
世
漢

『
東

西
廟
』
等
の
伝
奇
は
、

『
王
西
痛
』
の
大
筋
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
作
者
が
自
分
な
り
の
見
解
を
込
め
て
新
し
い
プ

ロ
ッ
ト
を
加
え
て

い
る
。
以
上
の
よ
う
な
現
存
す
る
伝
奇
作
品
の
ほ
か
、

『
曲
海
総
目
提
要
』

『
今
樂
孜
謹
』
等
の
曲
目
叢
書
か
ら
、
清
の
程
瑞

『
西
廟

印
』

(『
曲
海
総
目
提
要
』
)

・
周
聖
懐

『
真
西
廟
』

(『
今
樂
放
謹
』
)

・
陳
華
衡

『
正
西
廟
』

(同
前
)

・
楊
國
賓

『
東
西
廟
』

(同

前
)

・
醇
旦

『
後
西
廟
』

(同
前
)

・
周
坦
論

『寛
西
痛
』

(同
前
)
等
、
数
多
く
の
伝
奇
作
品
の
名
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

こ
う
い

っ
た
状
況
か
ら
見
る
と
、
人
口
に
謄
灸
し
た
西
廂
故
事

を
題
材
に
し
た
伝
奇
作
品
は
、
明
清
時
代
の
西
廂
故
事

の
流
行
だ
け

で
は
な
く
、
明
清
伝
奇
そ
の
も
の
の
発
展
に
於
い
て
も
、
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。
西
廂
故
事

の
よ
う
な
才
子

佳
人
劇
は
明
清
伝
奇
に
多
く
見
ら
れ
、
特
に
嘉
靖

・
万
暦
に
於
い
て
顕
著

で
あ
る
。

こ
の
現
象
は
、
岩
城
秀
夫
氏
が

つ
と
に
指
摘
さ
れ

た
よ
う
に
、
明
の
作
者
が
読
書
人
で
あ
り
、

一
応
古
典

の
教
養
を
有
し
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
教
養

の
乏
し
い
人
間
よ
り
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は
才
子
佳
人
を
主
人
公
と
す
る
こ
と
に
、
作
者
は
興
味
と
関
心
を
抱

い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
よ

っ
て
逆
に
、
明
清
伝
奇
は
、

形
式
を
庶
民
の
文
学
に
借
り
つ
つ
も
、
文
人
士
大
夫

の
文
学
と
し
て
、
戯
曲
を
成
長
さ
せ
て
い

っ
た
た
め
、
歌
辞
ば

か
り
で
な
く
科
白

に
も
典
故
を
頻
用
し
、
美
辞
麗
句
を
連
ね
る
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
た
。
曲
詞
の
難
解
さ
と
毘
山
腔
格
律
の
厳
密
さ
に
よ

つ
て
、
伝
奇
は

あ
ま
り
に
も
離
琢
を
施
し
す
ぎ
、
民
間
戯
曲
の
よ
う
な
通
俗
性
と
適
応
性
を
し
だ

い
に
失

っ
て
、
や
が
て
大
衆
文
化
か
ら
離
れ
去

つ
て

し
ま
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
明
清
民
歌
俗
曲
に
お
け
る
西
廂
故
事

青

木
正
児

『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
は
、
作
者
が
大
正
十
四
年

(
一
九
二
五
)
春
に
北
京
の
清
華
園
に
王
國
維
を
訪
ね
る
時
の
情
景
を

記
録

し
て
い
る
。

先
生

(
王
國
維

筆
者
注
)
余
に
問
う
て
曰
く
、
今
次
の
遊
學
專
ら
何
を
究
め
ん
と
欲
す
る
か
と
。
封
て
曰
く
、
戯
劇
を
観
ん

と
欲
す
。
宋
元
の
戯
曲
史
は
先
生
の
名
著
有
り
て
具
さ
に
備
は
れ
ど
、
明
以
後
は
未
だ
人
の
動
手
せ
る
無
し
、

晩
生
翼
は
く
ば
微

力
を
此
に
致
さ
ん
と
。
先
生
冷
然
と
し
て
曰
く
、
明
以
後
は
取
る
に
足
る
無
し
、
元
曲
は
活
文
學
な
り
、
明
清

の
曲
は
死
文
學
な

り
と
。

こ
こ
に
言
わ
れ
た

「
明
清

の
曲
」
と
は
、
明
ら
か
に
明
清
の
戯
曲
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
明
清
の
戯
曲
に
対
し
て
、

「
死
文
学
」
と
い

う
評
価
は
、
酷
評
で
あ
る
と
し
て
も
、
極
度
に
文
人
化
し
た
明
清
伝
奇
が
、
元
来
俗
文
学
が
持

つ
て
い
た
強
い
生
命

力
と
広
い
民
衆
基

盤
を
失

っ
て
し
ま

つ
た
こ
と
も
、
否
定
し
難
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
戯
曲
と
は
異
な
る
、
も
う

一
つ
の

「
明
清
の
曲
」
は
、
当
時

の
王
國
維
の
視
野
に
入

っ
て
は
い
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
こ
そ
は
明
清
の
民
歌
俗
曲

で
あ
る
。
鄭
振
鐸
は

「
明
代
的
時
曲
」
の
中

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
時
曲
と
は
、
即
ち
民
間
の
詩
歌
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
文
人
学
士
か
ら
出
た
の
で
は
な
い
創
作
や
、

「大
雅

の

堂
に
登
せ
ざ
る
」
べ
き
小
調
は
、
明
人
が
み
な
こ
れ
を

「
時
曲
」
と
名
付
け
た
。
だ
か
ら
時
曲
と

い
う

一
つ
の
名
構
の
下
に
は
、

し
ば
し
ば
最
も
珍
し
い
真
珠
や
宝
石
の
よ
う
な
作
品
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

明
清
時
代
に
お
け
る
西
廂
故
事

の
流
伝
に
つ
い
て

(黄
)
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鄭
振

鐸
の
斯
様
な
好
評
を
受
け
る
民
歌
俗
曲
は
、
明
の
中
頃
か
ら
、
お
も
に
都
市
の
盛
り
場
な
ど
で
流
行
し
は
じ

め
、
清
代
に
至

っ

て
さ
ら

に
発
展
し
て
い

っ
た
。
本
来
、
民
衆

の
祭
祀
ま
た
労
働
の
場
所
で
唱
わ
れ
た
民
歌
、
或
い
は
歌
垣

の
歌
と
し
て
唱
わ
れ
た
も

の

は
、
商

工
業

の
発
展
と
都
市
の
繁
栄
に
相
侯

っ
て
、
都
市
に
流
入
し
、
ほ
か
の
俗
曲
と
と
も
に
、
大
流
行
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
市
民
階
層
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
人
の
耳
に
も
入

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
当
時
の
資
料
か
ら
、

文
人
達
が
民
歌
俗

曲
に
相
当
な
関
心
を
持
ち
、
し
か
も
高
く
評
価
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
明
の
古
文
辞
派

「
前
七
子
」

の
頭
領
で
あ

っ
た

李
夢
陽

は
、

「詩
集
自
序
」

の
中
で
、

か
え

(
10
)

今
真
詩
乃
ち
民
間
に
在
る
も
、
文
人
學
士
顧

っ
て
往
往
に
し
て
韻
言
を
爲
り
て
こ
れ
を
詩
と
謂
ふ
.

と
い
う
。
ま
た
、

「嘉
靖

八
才
子
」

の

一
人
で
あ

っ
た
李
開
先
も
、

正
徳

の
初
め
に

〔山
披
羊
〕
藍
晦
び
・
嘉
靖

の
初
め
に

〔鎖
南
枝
〕
藍
晦
ぶ
。
-
語
意
は
則
ち
肺
腋
よ
り
直
ち

に
出
で
、
離
刻
を

加

へ
ず
。
倶
に
男
女
相
與
の
情

に
し
て
、
君
臣
友
朋
と
錐
も
亦
た
此
に
託
す
る
者
多
し
。
其

の
情

の
尤
も
人
を
感
ぜ
し
む
る
に
足

る
を
以
て
な
り
。
故
に
風
は
謡

口
よ
り
出
で
、
真
詩
は
只
だ
民
間
に
在
る
の
み
。

と
述

べ
る
。
さ
ら
に
、
民
歌
俗
曲
を
集
め
よ
う
と
す
る
文
人
も
現
れ
て
き
た
。
通
俗
文
学
の
旗
手
と
も
呼
ば
れ
る
漏
夢
龍
は
、
そ
の

」

人
で
あ

る
。
約
四
百
首
を
集
め
る

『
掛
枝
兄
』
及
び
約
三
百
九
十
首
を
収
め
る

『
山
歌
』
等
は
、
彼
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
民
歌
俗
曲

集
で
あ
疑
。

こ
う
し
た
文
人
達

の
評
価
と
収
集
に
よ
り
、
ま
た

」
方
、
折
か
ら
の
印
刷
技
術
の
発
達
と
相
侯

っ
て
、
明
清

の
民
歌
俗
曲

は
比
較

的
よ
く
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
多
く
を
幸
い
に
現
在
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

と

こ
ろ
で
、
以
上
に
引
用
し
た
言
葉
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
文
人
達
は
明
清
の
民
歌
俗
曲
に

「
眞
」
を
見
出
し
て
い
た
と
言
い
、

こ

の

「
真
」
の
内
容
は
、
お
も
に
男
女
の
情
と
い
う

こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
中
国
歴
代

の
民
歌
に
お
け
る
愛
情
と
い
う
永
遠

の

主
題

と
底
流

で
繋
が

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
調
べ
て
み
る
と
、
驚
く
ほ
ど
数
多
く
の
西
廂
故
事

を
題
材

と
し
た
民
歌
俗
曲

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
時
間
軸
に
沿

っ
て
具
体
的
に
た
ど

つ
て
み
た
い
。
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)

『新
編
題
西
廟
記
詠
十
二
月
賓
駐
雲
飛
』
等
に
つ
い
て

現

存
す
る
明
代
の
民
歌
俗
曲
の
中

で
、
最
も
早
く
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
成
化
年
間

(
一
四
六
五
～

一
四
八
七
)
の

『
新
編
四
季
五
更



駐
雲

飛
』

『新
編
題
西
廟
記
詠
十
二
月
答
駐
雲
飛
』

『新
編
太
平
時
春
春
駐
雲
飛
』

『新
編
寡
婦
烈
女
詩
曲
』
と
い
う
四
種
の
作
品
集

で
あ
る
。

『新
編
四
季
五
更
駐
雲
飛
』
の
巻
末
に
見
え
る

「
成
化
七
年
金
吉室
魯
氏
新
刹
印
行
」
と
い
う
記
載
に
よ

つ
て
、
こ
れ
ら
が
成

化
七
年

(
一
四
七

一
)
に
北
京
で
魯
氏
と

い
う
人
物
に
よ

つ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
四
種
の

『新
編
』

か
ら
、
当
時
の

流
行

歌
曲
の
状
況
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、

『
新
編
四
季
五
更
駐
雲
飛
』
と

『
新
編
題
西
廟
記
詠
十

二
月
春
駐
雲
飛
』
の

中
に
見
え
る
西
痛
故
事
を
詠

っ
た
曲
は
、
他
の
小
説
と
戯
曲
に
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
も
の
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

ま
ず
、

『
新
編
四
季
五
更
駐
雲
飛
』

に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
作
品
集
は
七
十
七
首
の

【
駐
雲
飛
】
曲
を
収
め
て
い
る
。

【
駐
雲
飛
】
と
い
う
形
式
は
、
明
の
成
化
年
間
に
民
間

で
流
行
し
た
曲
調
名
で
あ
る
。
句
法
は
南
曲
の
中
呂
宮
に
属
す
る
曲
牌

【駐
雲

飛
】
と
同
じ
で
、
そ
の
字
数

の
定
格
は

『
九
宮
大
成
譜
』
に
よ
れ
ば
、
四

・
七

・
五

・
五

・
一
・
五

・
三

・
四

・
五

・
七

(
十
句
)
と

な

つ
て
い
る
。
た
だ
民
歌
俗
曲
の
場
合
に
は
、
定
格
な
ど
を
厳
守
し
な
い
。
次
に
挙
げ
る
西
痛
故
事
を
詠

っ
た
二
曲
な
ど
は
そ
の
例
で

あ
り
、
最
後

の

一
句
で
は
、
定
格

(
七
字
)
よ
り
各

々
二
字
と

一
字
を
増
し
て
い
る
。

【駐
雲
飛
】
待
月
西
廟
,
夜
静
聴
琴
暗
断
腸
。
腹
内
添
個
恨
,
愁
鎖
眉
尖
上
。
嚥
,
囑
附
小
紅
娘

:
好
商
量
,

休
負
張
生
,

匹
配

錆
金
帳
,
將
他
滅
憲
恩
情
莫
要
忘
。

西
廟

で
月
を
待
ち
な
が
ら
、
静
か
な
夜
に
琴
声
を
聴
け
ば
、
人
知
れ
ず
腸
も
断
た
れ
ん
ば
か
り
の
悲
し
い
思

い
。
心
中
に
失
意

が
増
し
、
愁
い
に
眉
間
を
し
か
め
る
。
あ
あ
、
小
紅
娘
に
言
い
付
け
る
、

「
よ
く
考
え
て
お
く
れ
、
張
生
に
背
く
こ
と
な
く
、
張

生
と
夫
婦
と
な
り
、
あ
の
方
が
敵
を
退
け
て
く
れ
た
恩
情
を
私
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
だ
か
ら
」。

こ

の
歌
は

「
崔
鶯
鶯
聴
琴
」
と

い
う
題

で
女
主
人
公

の
心
境
を
詠
じ
る
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
に
登
場
す
る
鴬
鴬
は
、

『
鴬
鴬
伝
』

『
王
西
廟
』

『
南
西
廟
』
中
の
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
っ
て
、
老
夫
人
の
背
信
行
為
に
対
し
て
単
に
不
満
と
悲
観
の
言
葉
を
も
ら
す
だ
け
で

は
な
く
、
自
ら
紅
娘
に
頼
ん
で
、
張
生
と
結
ば
れ
る
行
動
に
踏
み
切

っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
名
門
の
令
嬢
と
し
て
の

「孤
僻
怯
弱
」
と

い
う
気
質
は
ま

っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
愛
情
を
大
胆
に
追
求
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
強
く
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

『
新
編
題
西
痛
記
詠
十

二
月
春
駐
雲
飛
』

で
は
、
収
め
ら
れ
る
七
十
三
首
の

【駐
雲
飛
】
曲
の
う
ち
、

二
十
五
首
が
西
廟
故

事
を

詠
み
込
む
曲
で
あ
る
。
こ
の
中
十
首
は
、

「
西
痛
記
十
詠
」
と
い
う
組
曲

で
あ
り
、

『
王
西
痛
』
の
作
者
か
ら
登
場
人
物
ま
で
十

人
の
人
物
像
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
他
の
十
五
首
は
、
役
柄
に
分
け
て
西
廂
故
事

を
詠
じ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
紙
幅
の
都
合

明
清
時
代
に
お
け
る
西
痛
故
事
の
流
伝
に
つ
い
て

(黄
)
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上
、

一
曲
の
み
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。

【駐
雲
飛
】

〔梅
唱
〕
今
日
成
親
,
燕
爾
新
婚
不
負
恩
。
不
失
夫
人
信
,
綾
顯
文
章
分
。
喋
,
才
子
配
佳
人
,

好
名
聲
。
俊
伯
風

流
,
塞
漏
蒲
東
郡
,
也
不
辱
噌
家
相
府
門
。

〔梅
が
唱
う
〕
今
日
結
婚
し
、
結
ば
れ
て
恩
情
に
そ
む
か
な
い
。
夫
人
が
人
と
し
て
の
信
義
を
失
う
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
て

こ
そ
、
は
じ
め
て
崔
家

の
威
厳
を
見
せ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。
あ
あ
、
才
子
と
佳
人
と
の
結
び

つ
き
、
よ
い
評
判
と
な
ろ
う
。
す

ぐ
れ
て
風
流
な
張
生
の
人
柄
は
、
蒲
東
郡
中
に
あ
ま
ね
く
知
れ
渡
り
、
わ
が
相
府
の
家
柄
に
も
恥
と
は
な
る
ま

い
。

こ
こ
で
は
め
で
た
い
結
末
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
金
代
の

『
董
西
廟
』
に
よ

っ
て
悲
劇
的
結
末
か
ら
大
団
円

へ
と
改

変
さ
れ
た
西
廟
故

事
は
、
明
代
に
至
る
ま

で
庶
民
の
嗜
好
に
合
わ
せ
て
そ
の
内
容
を
少
し
ず

つ
変
化
さ
せ
な
が
ら
伝
わ

っ
て
い
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
王

西
廟

』
に
於
い
て
は
、

〔末
唱
〕
、
即
ち
張
生
の
唱
い
に
よ

っ
て
全
劇
を
し
め
く
く
り
、

『南
西
廟
』

で
は
伝
奇

の
共
通

の
パ
タ
ー
ン

〔合
唱
〕

で
幕
を
下
ろ
し
た
が
、
こ
こ
で
こ
の
最
後

の
大
団
円
の
曲
が

〔梅
〕
、
即
ち
紅
娘
に
よ

つ
て
唱
わ
れ
た
こ
と
は
、
明
代
の
民

歌
俗
曲
に
於

い
て
は
西
廂
故
事

の
主
人
公
が
鴬
鴬

・
張
生
か
ら
紅
娘
に
移
る
傾
向
に
あ

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
紅
娘
の

イ
メ
ー
ジ
が
曲
全
般
を
通
じ
て
強
調
さ
れ
る
の
も
、
西
廂
故
事

が
当
時
の
市
民
階
層
に
最
も
受
け
入
れ
や
す
い
形
を
取

っ
た
結
果
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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(
2
)

『雍
煕
樂
府
』
に
つ
い
て

明

の
嘉
靖
年
間
に
郭
動
が
編
纂
し
た

『
雍
煕
樂
府
』
は
、
全
二
十
巻
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は

『
王
西
廟
』

・
鄭
光

祖

『
情
女
離
魂
』

等

の
元
雑
劇
及
び
散
曲
が
収
め
ら
れ
る
ほ
か
、
多
く
の
民
歌
俗
曲
も
見
ら
れ
る
。
現
在
簡
便
な
版
と
し
て
は
、
嘉
靖

四
十
五
年

(
一
五

六
六
)
の
原
刻
本
に
基
づ
き
、

一
九
三
四
年
に
上
海
商
務
印
書
館
が
出
版
し
た

『
四
部
叢
刊
』
影
印
本
が
あ
る
。

「
満
庭
芳

・
西
廟
十
詠
」
と

「小
桃
紅

・
西
廟
百
詠
」
は
、

『
雍
煕
樂
府
』
巻
十
九

「
雑
曲
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「満
庭
芳

・

西
痛
十
詠
」
は

【満
庭
芳
】

の
曲

で

「張
生
」

「
鶯
鶯
」

「紅
娘
」

「
夫
人
」

「
法
聰
」

「杜
確
」

「
鄭
恒
」

「
孫
虎
」

「
漢
卿
」

「
實
甫
」
と

い
う
十
人
の
人
物
像
を
詠
じ
る
歌
が
二
組
あ
り
、
合
わ
せ
て
二
十
首

で
あ
る
。

「
小
桃
紅

・
西
廟
百
詠
」
は

一
百
首

の

【
小
桃
紅
】
曲
に
よ

っ
て
西
廂
故
事

を
詠
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
プ

ロ
ッ
ト
は
ほ
ば

『
王
西
廟
』
と

一
致
す
る
が
、
そ
の
う
ち



四
十

三

「夫
人
間
生
」

・
四
十
四

「
生
答
夫
人
」

・
四
十
五

「鶯
探
生
病
」

・
四
十
六

「
生
答
鶯
鶯
」

の
諸
曲
は
、

『
董
西
廟
』
巻
五

(
八
巻
本
に
拠
る
)
に
基
づ
い
て
作

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
以
下
に
掲
げ
る

「張
生
自
絡
」

「
僧
勧
張
生
」

「
生
答
法
聰
」

三

曲
は
、
そ
れ
ま

で
の
小
説

・
戯
曲
中
に
見
え
な
い
場
面
を
詠

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

四
十

「
張
生
自
経
」

志
誠
空
抱
尾
生
梁
,
好
事
無
承
望
,
白
練
套
見
勒
咽
項
。
狼
鶯
娘
,
今
番
把
俺
残
生
葬
。
算
不
的
任
心強
,
敬
這
般
模
様
,
這
性
命

要
他
償
!

無
駄
な
義
理
立
て
を
し
て
誠
を
尽
く
し
な
が
ら
、
結
婚
の
こ
と
は
か
な
わ
ぬ
、
私
は
も
う
白
絹
の
輪

で
頚
を

き
つ
く
絞
め
て
死

ん
で
し
ま
お
う
。
冷
酷
な
鴬
鴬
と
紅
娘
よ
、
今
こ
そ
俺
の
余
命
を
終
わ
ら
せ
て
く
れ
よ
う
。
お
ま
え
た
ち
が
強

い
と
は
言
え
な
い
、

も

っ
た
い
ぶ

つ
た
態
度
を
見
せ
お

っ
て
、
こ
の
生
命
の
償

い
を
あ
の
連
中
に
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
。

四
十

一
「
僧
勧
張
生
」

只
因
紅
粉

一
嬌
恣
,
把
性
命
全
輕
視
,

一
失
人
身
萬
劫
至
。
欲
何
之
?
不
知
命
無
以
爲
君
子
。
問
侮
這
懸
梁
鬼
屍
,
急
倣
箇
明
経

進
士
?
可
笑
不
尋
思
。

た
だ
女
の
傲
慢
な
態
度
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
、
自
分
の
命
を
ま

っ
た
く
軽
ん
じ
る
な
ど
と
は
、
命
は
い
っ
た
ん
失

え
ば
永
遠
に
戻

っ

て
こ
な
い
と
い
う
の
に
、

」
体
何
を
し
よ
う
と
い
う
の
か
、
命
の
貴
重
さ
を
知
ら
な
け
れ
ば
君
子
と
は
い
え
ま
い
。

一
体
首
を
吊

っ

て
死
ん
で
し
ま

つ
た
奴
が
、
ど
う
や

っ
て
経
書
を
極
め
た
進
士
に
な
ど
な
れ
る
だ
ろ
う
か
。
滑
稽
な
ほ
ど
考
え

な
し
男
め
。

四
十

二

「
生
答
法
聰
」

小
生

一
一
述
衷
情
,
願
啓
尊
師
聴

:
他
家
子
母
武
心
硬
,
把
人
坑
!
不
合
救
任
心全
家
命
。
難
六
禮
未
行
,
諒

一
言
已
定
,
臨
了
也

悔
前
盟
。

小
生
は
詳
し
く
心
の
内
を
述
べ
ま
す
、
尊
師
よ
ど
う
ぞ
お
聴
き
下
さ
い
。

「
あ
の
母
子
は
非
常
に
無
情

で
、
人
を
傷

つ
け
る
者

た
ち
で
す
。
あ
の

一
家
の
命
を
救

っ
た
の
が
い
け
な
か

っ
た
。
六
禮
は
行
わ
な
か

つ
た
け
れ
ど
も
、
す

で
に

一
言
で
結
婚

の
こ
と

を
決
め
て
い
た
の
に
、

つ
い
に
そ
の
約
束
は
破
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。」

張
生
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
田
中
謙

二
氏
が

「
文
学
と
し
て
の

『
董
西
廟
』
」
の
中
で
、

「
理
性
を
全
く
お
き
忘

れ
て
ヒ
ス
テ
リ

ッ

明
清
時
代
に
お
け
る
西
廂
故
事

の
流
伝
に
つ
い
て

(黄
)
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ク
な
、
常
識
的
に
は
む
し
ろ
女
性
的
な
人
間
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
こ
で
恋
愛

の
挫
折
に
遭

っ
た
張
生
は

ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
性
格

よ
り
生
ま
れ
た
自
暴
自
棄
の
行
動

に
踏
み
出
し
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
新
し
い
シ
ー
ン
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

『
鴬
鴬
伝
』

『
王
西
廟
』

『
南
西
廟
』
の
中
に
、

「張
生
自
殺
」
の
場
面
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
同
じ
人
物
に
つ
い
て
、
文
人
作
品
と
民

歌
俗
曲
と
で
は
、
そ
の
扱
い
方
が
全
然
異
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
明
代
以
降

の
俗
文
学
作
品
に
於
い
て
は
、

才
子
の
す
ぐ
れ
た

文
才
を
客
観
的
に
賞
賛
す
る
と
同
時
に
、

「
可
笑
不
尋
思
」
と
い
う
よ
う
に
知
識
人
の
迂
愚
さ
と
無
能
さ
を
痛
烈
に
風
刺
す
る
の
が
常

態

で
あ
る
。
以
上
の
曲
に
は
当
時
の
俗
文
学
作
品
の
特
徴
が
よ
く
現
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(3
)

『摘
錦
奇
音
』

に
つ
い
て

明

・
襲
正
我
の
編
ん
だ

『
摘
錦
奇
音
』

六
巻
は
、

『
王
西
廟
』

『
琵
琶
記
』

『
白
兎
記
』
等
三
十
二
種
伝
奇

の
六
十
六
単
折
の
ほ

か
、
多
く
の
民
歌
を
収
め
る
。
明
の
万
暦
三
十
九
年

二

六

一
こ

に
敦
睦
堂
刻
本
が
あ
る

(原
本
は
内
閣
文
庫

に
蔵
す
る
)
が
、
こ

の
版
本
は
当
時
の
通
俗
書

の
習
慣
と
し
て
、

一
葉
を
上

・
下

二
欄
に
分
け
て
、
上
欄
に
は
民
歌

・
酒
令

・
燈
謎
な
ど
を
記
し
、
下
欄
に

は
元
明
傳
奇

の
単
折
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
巻
三
の
上
欄
に
、

【壁
破
玉
】
と
い
う
曲
調
で
当
時

の
民
間
に
流
行
し
た
元
明
戯
曲
の
故

事
を
詠
み
込
む
歌
、
合
計
四
十
六
首
が
あ
る
。
そ
の
中
に
、

「兵
園
普
救
」
か
ら

「
月
下
佳
期
」
ま
で
の
西
廂
故
事

の

一
部
を
詠

つ
た

十
曲
が
見
え
る
。
そ
の
う
ち
、
最
後

の
二
首
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

(
九
)
張
君
瑞
得
病
在
書
房
裏
坐
,
叫

一
聲
小
琴
童
我
的
寄
寄
。
這
幾
日
不
見
紅
娘
過
,
好
個
鶯
鶯
姐
許
我
假
期
約
,
今
夜
裏
不

來
,
今
夜
裏
不
來
。
這
相
思
害
殺
我
,
這
相
思
害
殺
我
。

張
君
瑞
は
病
気
に
な

つ
て
書
斎
に
座
り
、
小
琴
童
に

「
お
兄
ち

ゃ
ん
」
と
呼
び
か
け
た
。

「
こ
の
数
日
紅
娘

の
姿
は
見
え
な
い

し
、
な
ん
と
あ
の
鴬
鴬
姉
さ
ん
は
私
と
の
約
束
を
破

っ
て
、
今
夜
も
ま
た
来
な
い
、
今
夜
も
ま
た
来
な
い
。
こ
の
思
い
が

つ
ら
く

て
た
ま
ら
な
い
、

こ
の
思

い
が

つ
ら
く
て
ま
ら
な
い
。
」

(
十
)
雲
時
間
雨
散
雲
牧
罷
,
崔
鶯
鶯
起
拝
紅
娘
。
張
生
也
把
紅
娘
拝
,
我
被
裏
春
光
美
,
休
窩
前
月
色
凄
。
紅
娘
子
回
言
,
紅

娘
子
回
言
,
乖
,
恭
喜
賀
喜
弥
,
恭
喜
賀
喜
休
。

や
に
わ
に
雨
よ
ぎ

っ
て
雲
お
さ
ま
り
、
崔
鴬
鴬
は
紅
娘

の
前
に
ひ
ざ
ま
ず

い
た
。
張
生
も
紅
娘
に
ひ
ざ
ま
ず

い
て
、

「私
は
布
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団
の
中

で
た
の
し
か

っ
た
け
ど
、
あ
な
た
は
窓
の
前

で
さ
び
し
か

つ
た
ろ
う
ね
。
」
紅
娘
子
は
言

い
返
す
、
紅
娘

子
は
言
い
返
す
、

「
あ
あ
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
。

こ
の
二
曲
は
鴬
鴬
と
張
生

二
人
に
と

っ
て
、
さ
ら
に
は
西
廂
故
事

そ
の
も
の
に
於

い
て
紅
娘
が
欠
か
せ
な
い
存
在

で
あ
る
こ
と
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
結
ば
れ
た
崔

・
張
二
人
が
紅
娘
に
感
謝
す
る
こ
と
は
、
当
時

の
人
々
に
紅
娘
が
好
評
を
得

て
い
た
こ
と
を
暗

示
し

て
お
り
、
後

に

「
紅
娘
」
と
い
う
人
名
が
良
縁
を
結
ば
せ
る
仲
人
の
代
名
詞
に
な

っ
た
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。

表
現
形
式
か
ら
見
る
と
、

【辟
刀破
玉
】
と
は
、
明
代

の
中
頃
以
後
に
流
行
し
て
い
た
民
間
曲
調
名
で
あ
り
、

一
般
的
に
は
九
句
五
十

一
字

で
、
最
後
の
二
句
を
繰
り
返
す
。

こ
の
二
曲
が
字
格
を
厳
守
し
て
い
な
い
の
は
、
や
は
り

口
語
的
な
言
葉

で
物

語
を
自
由
自
在
に

詠
う
た
め
で
あ
ろ
う
。
同
じ
場
面
を
伝
奇
と
比
べ
て
み
る
と
、
両
者
は
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。

『
南
西
廟
』
第

二
十
七
駒

「
月
下
佳

期
」

で
は
、
九
曲
に
わ
た

っ
て
自
然
の
風
景
や
、
人
物

の
心
理
さ
ら
に
歓
び
の
逢
瀬
に
至
る
ま
で
艶
辞
麗
句
を
連
ね

て
描
か
れ
て
い
る
。

特
に
紅
娘
が
比
喩

・
典
故
を
ま
じ
え
て
崔

・
張
の
交
わ
り
を
詠
じ
る

「
十
二
紅
」
と

い
う
曲
は
、
そ
の
表
現
の
高
尚

さ
が
あ
ま
り
に
も

歌

い
手
の
身
分
と
そ
ぐ
わ
な
い
と
さ
え
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

(4
)

『
寛
裳
績
譜
』
に
つ
い
て

清

の
顔
自
徳

・
王
廷
紹
が
編
集
し
、
乾
隆
六
十
年

(
一
七
九
五
)
に
刊
刻
さ
れ
た

『寛
裳
績
譜
』
は
、
清
代
に
お
け
る
最
も
代
表
的

な
民
歌
俗
曲
集

で
あ
る
。
こ
の
書
は
当
時
民
間
に
口
承
で
伝
わ

っ
て
い
た
約
三
十
種
類

の
曲
調
、
合
わ
せ
て
六
百

二
十
二
首
の
歌
曲
を

集
め

て
お
り
、

「衛
巷
之
語
、
市
井
之
謡
、
靡
不
畢
具
」

(王
廷
紹

「
序
」
)
と

い
う
よ
う
に
、

そ
の
内
容
は
極
め

て
豊
富

で
あ
る
。

本
稿

で
は
、

『
明
清
民
歌
時
調
叢
書
』

(中
華
書
局
、

一
九
五
五
年
)
所
収
の

『
寛
裳
績
譜
』
を
用
い
る
。

『
寛
裳
績
譜
』

の
本
文
八
巻

の
う
ち
、
最
初

の
三
巻
は
す
べ
て

【
西
調
】
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
二
百
十
四
曲
を
収

め
る
。
こ
の
中

の

大
部
分
は
閨
怨
思
婦
の
曲
で
、
そ
の
他
に
伝
奇
小
説
を
詠
む
歌
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
後
の
五
巻
は
、

【寄
生
草
】

【
盆
曲
】

【跣
落
金

銭
】

【
黄
鶴
調
】

【壁
破
玉
】

【
馬
頭
調
】

【秋
歌
】

【蓮
花
落
】

【銀
絞
縣
】

【打
寮
竿
】
等
の
各
種

「
雑
曲
」

で
あ
り
、
そ
の
う

ち
、
西
廂
故
事

を
詠
じ
る
曲
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

巻

二

【
西
調
】

「
雲
敏
晴
空
」

「碧
雲
天
」

「乍
相
逢
」

「
西
風
起
梧
葉
紛
飛
」

「残
春
風
雨
過
黄
昏
」

「
老
夫
人
鎮
日
間
」

明
清

時
代

に
お

け

る
西
廂
故
事

の
流

伝

に

つ
い

て

(
黄

)
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「
玉
宇
無
塵
」

「
碧
雲
西
風
」

「憶
長
亭
」

「張
君
瑞
牧
拾
琴
創
書
箱
」

「
合
漱
未
已
」

「
相
国
行
祠
」

「
半
萬
賊
兵
」。

巻

四

【寄
生
草
】

「紅
娘
実
的
心
酸
働
」

・

【
北
寄
生
草
】

「崔
鶯
鶯
倒
在
牙
床
上
」

・

【
平
盆
】

「
半
萬

賊
兵
無
人
退
」

・

【
黄
鶴
調
】

「
隔
窟
児
咳
漱
了

一
聲
」
。

巻

五

【黄
鵬
調
】

「暗
中
楡
朗
」

二
曲

・

【寄
生
草
】

「
因
爲
隔
窩
吟
詩
」
。

巻

六

【平
盆
】

「
星
稀
月
朗
」

・

【
北
河
調
】

「
赴
考
的
君
瑞
鶯
鶯
送
」
。

巻

七

【慢
盆
】

「
小
紅
娘
進
誘
房
」

・

【打
喪
竿
】

「兵
馬
園
了
普
救
寺
」

・

【平
盆
】

「
鶯
鶯
沈
吟
」

「
老
夫
人
糊
塗
」

「鶯

鶯

臆
含
着
笑
」

・

【寄
生
草
】

「碧
雲
天
黄
花
地
」

・

【
南
寄
生
草
】

「終
日
慨
慨
身
有
圭
心」。

巻

八

【寄
生
草
】

「鶯
鶯
紅
娘
」。

こ

の
中
で
、
巻
七
の

「兵
馬
園
了
普
救
寺
」
は
、
明
の
万
暦
か
ら
清
代
に
か
け
て
全
国

で
流
行
し
て
い
た

【打
棄
竿
】
に
よ

つ
て
、

「老

夫
人
招
婿
退
兵
」
と

い
う
場
面
を
唱

っ
て
い
る
。

兵
馬
園
了
普
救
寺
,
要
槍
鶯
鶯
倣
妻
房
。
慧
明
和
尚
没
有
安
邦
計
,
老
夫
人
院
的
他
就
没
了
主
意
。
高
叫
衆
僧
休
椚
聴
知

:
退
兵

者
,
情
願
招
他
爲
門
婿
!
退
兵
者
,
情
願
招
他
爲
門
婿
!

部
隊
が
普
救
寺
を
取
り
囲
み
、
鴬
鴬
を
奪

い
結
婚
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
慧
明
和
尚
は
敵
を
撃
退
す
る
方
法
が

な
く
、
老
夫
人
は

脅

か
さ
れ
て
ど
う
に
も
し
ょ
う
が
な
い
。
僧
ら
に
高
ら
か
に
呼
ば
わ
る
に
は
、

「み
な
聴

い
て
下
さ
れ
、
敵
を
退
け
ん
と
す
る
者

は
、
娘
の
婿

に
迎
え
ま
し
ょ
う
そ
。
み
な
聴

い
て
下
さ
れ
、
敵
を
退
け
ん
と
す
る
者
は
、
娘
の
婿
に
迎
え
ま
し

ょ
う
そ
」
と
。

こ
の

【打
寮
竿
】
と
い
う
曲
調
が
流
行
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
明
の
沈
徳
符
は
、

【打
喪
竿
】

【掛
枝
見
】
の
二
曲
は
、
其
の
腔
調
約
略
相
似
た
り
。
則
ち
南
北
を
問
は
ず
、
男
女
を
問
は
ず
、
老
幼
良
賎
を
問
は

ず
、
人

々
こ
れ
を
習
ひ
、
亦
た
人
々
こ
れ
を
喜
び
聴
き
、
刊
布
成
秩
に
至
る
ま
で
、
世
を
畢
げ
て
傳
諦
し
、
人

の
心
傭
に
沁
む
。

と

い
う
。
ま
た
、
衰
宏
道
も
、

其

の
萬

一
傳
は
る
者
は
、
或
は
今

の
閻
閻
の
婦
人
儒
子
の
唱
ふ
所
の

【壁
破
玉
】

【打
草
竿
】
の
類
な
ら
ん
。
猶

ほ
是
れ
無
聞
無

識

の
眞
人
の
作
る
所
に
し
て
、
故
に
眞
聲
多
し
。

と
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
西
廂
故
事

が
老
若
男
女
を
問
わ
ず
好
ん
で
唱
わ
れ
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗

っ
て
流
伝
し
た
状
況
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を
想

像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

巻

七
の
中
に
は
、
こ
の
他
幾

つ
か

〔秩
歌
〕
が
収
め
ら
れ
る
。
秩
歌
は
今

日
の
北
方

で
も
流
行
し
て
い
る
歌
曲

で
あ
り
、
民
間
の
娯

楽
と
し
て
、
人
々
に
歓
ば
れ
る
ジ

ャ
ン
ル
で
あ
る
。
そ
の
中

で
、

「正
月
裏
梅
花
香
」
と
い
う
歌
は
、

一
年
十

二
ヶ
月
の
花
を
取
り
上

げ
な
が
ら
、
十

二
種
の
愛
情
故
事
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第

一
句
は
、

正
月
裏
梅
花
香
,
張
生
勘
酒
脆
紅
娘
。
央
煩
姐
姐
傳
書
信
,
快
請
鶯
鶯
會
西
廟
。

正
月
に
梅

の
花
が
芳
し
い
、
張
生
は
脆
い
て
紅
娘
に
お
酒
を
注
ぐ
。

「
姉
さ
ん
、
ど
う
か
手
紙
を
伝
え
、
早
く
鴬
鴬
と
西
廟

で

会
わ
せ
て
お
く
れ
」。

と
唱
う
。
正
月
に
登
場
す
る
以
上
、
西
廂
故
事

が
歴
代
の
愛
情
故
事
の
中

で
も
最
も
人
気
が
高
か

っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

こ
う
し

て
、

『
電
裳
績
譜
』
中
の
こ
れ
ら
の
戯
曲
に
基
づ

い
て
改
編
さ
れ
、
或
い
は
新
た
に
創
作
さ
れ
た
民
歌
俗
曲
か
ら
、
清

の
乾
隆
年
代
に
於

い
て
西
廂
故
事

が
民
間
に
流
行
し
た
情
況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(5
)

『白
雪
遺
音
』
等
に
つ
い
て

『
白
雪
遺
音
』
は
、
清
の
嘉
慶

・
道
光
の
間
に
流
行
し
た
民
歌
俗
曲
集

で
あ
る
。
編
集
者
で
あ
る
華
廣
生
は
嘉
慶
九
年

二

八
○
四
)

か
ら
俗
曲
を
集
め
は
じ
め
、
道
光
八
年

(
一
八
二
八
)
に
刊
行
す
る
に
至
る
ま

で
そ
の
編
集
に
二
十
余
年
を
費
し
た
。
彼
は
済
南
に
住

ん
で
い
た
た
め
、
山
東
を
中
心
と
し
て
流
行
し
た
歌
、
特
に

【馬
頭
調
】
を
最
も
多
く
収
集
し
た
。
全
四
巻

の
八
百

四
十
六
曲
の
う
ち
、

巻

一
と
巻

二
だ
け
で
、
約
四
百
首
の

【馬
頭
調
】
を
収
め
て
い
る
。
現
在
で
は
、

『
明
清
民
歌
時
調
叢
書
』

(中
華
書
局
、

一
九
五
五

年
)
に
収
め
ら
れ
、
容
易
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
馬
頭
調
】
と
は
、
港
町

(
礪
頭
)
の
調
子
と
い
う
意
味
で
、
即
ち
商
業
が
繁
栄
し
た
地
区
、
商
人
が
往
来
し
た
所
で
流
行
し
た
曲

で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
妓
館
に
お
け
る
宴
席

で
唱
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、

「
私
情
」

(即
ち
男
女
の
情
)
の
歌
が
そ

の
多
く
を
占
め
る

が
、
そ
の
他
に
も
色
々
な
題
材
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
西
遊
記
」

「古
人
名
」

の
よ
う
な
小
説
戯
曲
中

の
故
事
や
人
物
、

「
済
南
八
景
」

「
西
湖
十
景
」
の
よ
う
な
自
然
風
景
、
ま
た

「
詩
経
注
」

「
四
書
注
」

の
よ
う
な
経
典
を
宣
伝
す
る
歌
等
々
、
幅
広
く

集
め

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
約
四
十
首
の
曲
が
、
戯
曲
故
事
を
詠
ん
で
い
る
が
、
巻

一
・
巻

二
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
西
廂
故
事

を
題

明
清
時
代
に
お
け
る
西
席
故
事
の
流
伝
に
つ
い
て

(黄
)
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材
と

す
る
曲
が
見
え
る
。

巻

一

【馬
頭
調
】

「
西
廟
」

「
兵
困
普
救
」

二
首

・

「
拷
紅
」
二
首

・

「
佳
期
」

・

「饅
別
」

二
首

・
「
寄
束
」

「
紅
日
蹄
宮
」

「凄
涼
雨
字
」

・

【嶺
児
調
】

「
草
橋
驚
夢
」

「貧
淫
飛
虎
」。

巻

二

【馬
頭
調
】

「
寄
束
」

二
首

・

「聴
琴
」

「拷
紅
」

「辮
正
」
。

こ

こ
で
は
、
巻

一
の

「
寄
束
」
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

張
生
扶
着
紅
娘
背
,

(推
入
羅
偉
)。
未
曽
説
話
,
笑
瞼
相
陪
。

(魂
散
魂
飛
)。
好
姐
姐
,
　
此
無
人
求

一
回
。

(同
漱

一
回
)。

那
紅
娘
,
揺
頭
賞
侑
連
聲
埣
。

(假
織
蛾
眉
)。

一
轄
腰
見
,
用
手
去
推
。

(
不
要
累
墜
)。
罵
秀
才
,
要
求
雲

雨
須
下
脆
。

(不

算
難
爲
)。
叫
秀
才
,
要
求
雲
雨
須
下
脆
。

(雨
不
吃
廟
)。

張
生
は
紅
娘
の
背
中
を
支
え
、

(
と
ば
り
の
中
に
押
し
倒
す
)
話
も
せ
ず
に
、
笑
顔
で
迎
え
る
。

(肝
が
つ
ぶ
れ
る
ほ
ど
び

っ

く
り
し
た
)。

い
い
姉
さ
ん
よ
、

い
ま
こ
こ
に
人
が
い
な
い
う
ち
に
、

一
度
遊
ん
で
く
れ
ま
せ
ん
か
。

(
一
度
じ

ゃ
れ
る
).
紅
娘

は
、
頭
を
振
り
な
が
ら
続
け
ざ
ま
に
罵

っ
て
、
思
わ
せ
ぶ
り
を
す
る
。

(美
し
い
眉
を
わ
ざ
と
し
か
め
る
)。
腰
を
回
し
て
、
手

で
抵
抗
す
る
。

(面
倒
を
す
る
な
)。
秀
才
を
責
め
る
、
求
愛
す
る
な
ら
ば
、
脆
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
。

(
い
じ
め
と
は
言
、兄

な
い
)。
秀
才
を
呼
ぶ
、
求
愛
す
る
な
ら
ば
、
脆
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
。

(お
互
い
に
損
を
し
な
い
)。

【
馬
頭
調
】
の
形
式
は
七
十
三
字
、
七
段
落
に
分
か
れ
て
、
段
落
後
ご
と
に

「
把
」
、
即
ち
括
弧
内

の
文
字

(
一
般

に
は
四
、
五
字
)

を
加
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
曲
の
張
生
と
紅
娘
の
男
女
関
係
を
暗
示
す
る
場
面
は
、
ま
さ
に
繁
栄
す
る
都
市
文
化
に
於
い
て
、

「
私
情
」

の
俗
曲
が
流
行
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
た
産
物
で
あ
る
。
特
に
温
柔
郷
た
る
妓
館
と
い
う
特
殊
な
場
で
、
淫
乱

の
情
態
に
落

ち
る
と

い
っ
た
歌
は
、
受
容
層
で
あ
る
客
商
の
好
み
に
最
も
合
致
す
る
も
の
で
あ

っ
た
た
め
、
西
廂
故
事

を
詠
じ
る
曲
も
ま
た
あ
る
程

度
そ
う

い
っ
た
方
向
に
む
か
っ
て
い
っ
た
の
は
当
然
と
考
え
ら
れ
る
。

ま

た
、
巻

三
に
見
え
る

「談
古
」
と
い
う
曲
も
興
味
深
い
。

鶯
鶯
小
姐
問
紅
娘
:
侮
可
曉
得
越
國
西
施
蹄
何
庭
?
出
塞
昭
君
献
那
邦
?
　
揮
女
,
貴
妃
娘
,
有

一
個
帯
髪
修
行
的
陳
妙
常
。
千

嬌
百
媚
孟
姜
女
,
花
魁
女
子
配
秦
郎
。
梁
山
伯
,
祝
九
娘
,

三
載
攻
書
共
學
堂
,
到
後
可
得
雨
成
讐
?

鴬
鴬
お
姉
さ
ん
は
紅
娘
に
た
ず
ね
る
、
あ
な
た
は

つ
ぎ

の
こ
と
を
知

っ
て
い
る
か
し
ら
:
越
国
の
西
施
は
ど
こ

へ
い
っ
た
の
か
、
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出
塞
の
昭
君
は
ど

こ
の
国
に
贈
ら
れ
た
の
か
。
　
蝉
女
、
貴
妃
娘
、
髪
を
剃
ら
ず
に
修
行
す
る
陳
妙
常
。
艶
め
か
し
く
美
し
い
孟

姜
女
、
花
魁
が
秦
郎
と
結
ば
れ
た
こ
と
。
梁
山
伯
と
祝
九
娘
、
三
年
間
学
堂
で

一
緒
に
勉
強
し
た
け
れ
ど
、
最
後
に
夫
婦
に
な

っ

た

の
か
し
ら
。
…

こ
こ
で
詠
じ
ら
れ
る
の
は
す
べ
て
小
説
戯
曲
中

の
故
事
、
或
い
は
民
間
伝
説
中
の
人
物

で
あ
る
。
そ
れ
が
鴬
鴬
と
紅
娘
の
二
人
の
問

答
に
よ

っ
て
、
聴
衆

へ
語
ら
れ
て
い
た
。
民
歌
俗
曲
の
受
容
層
は
教
養
の
乏
し
い
庶
民
階
層
、
特
に
都
会
の
市
民
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、

そ
こ
に
伝
統
文
化
の
知
識
を
盛
り
込
め
ば
、
聴
衆
は
楽
し
め
る
と
同
時
に
色
々
な
文
化
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
鄭
振
鐸
は

『
白
雪
遺
音
』
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
高

い
評
価
を
与
え
て
い
る
。

い
ま
か
ら
見
る
と
、

こ
の
本
は
す
べ
て
の
訳
も
な
く

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
古
典
派
の
生
命
力
の
無

い
詩
集

・
詞
集
と
比
べ
て
、
そ

の
価
値
は
ず

っ
と
高
か

っ
た
。

清
代

に
お
け
る
西
痛
故
事
を
詠
ん
だ
曲
は
、
ま
だ
他
に
も
数
多
く
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で

一
一
述
べ
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、

こ
こ
に
そ
の
主
た
る
書
目
と
曲
名
を
列
挙
す
る
こ
と
と
す
る
。

『
西
調
黄
鶴
調
鋤
』

〔乾
隆
四
十
五
年

(
一
七
八
○
)
妙
本
〕
巻
下
:

【黄
鶴
調
】

「
相
國
行
祠
」

「
倣
媒
人
」

「
喬
坐
衙
」
。

『
時
興
啄
町
酌
』

〔嘉
慶
年
間

(
一
七
九
六
～

一
八
二
〇
)
鋤
本
〕

:

【冴
冴
酌
】

「
俊
侑
張
生
」

「
鶯
鶯
回
房
」

「小
紅
娘
」

「
鶯
鶯
思
情
」

「花
葉
児
叢
叢
」

「
張
生
病
的
糊
塗
」

「
小
紅
娘
乖
」

「
老
夫
人
怒
生
唄
」。

『時
調
小
曲
叢
紗
』

〔嘉
慶
年
間
紗
本
〕

:

【映
落
金
銭
】

「
西
廟
五
更
」

「驚
夢
暗
」

「
西
廟
」

・
【銀
絞
緕
】

「
西
廟
佳
會
」

・

【倒
搬
漿
】

「
琴
探
心
」

・

【滴
滴
金
調
】

「
相
思
病
」

・

【姶
姶
笑
調
】

「
誤
佳
期
」

・

【陽
毫
夢
調
】

「
長
亭
泣
別
」

・

【軟
玉
屏
調
】

「
西
廟
約
會
」。

『
雑
曲

二
十
九
種
』

〔嘉
慶
年
間
紗
本
〕

【
八
角
鼓
】

「遊
寺
」

「鶯
鶯
降
香
」

「鶯
鶯
長
亭
饅
行
」
。

『
時
興
雑
曲
』

〔道
光
年
間

(
一
八
二

一
～

一
八
五
○
)
北
京
鋤
本
〕
巻

一
:

【馬
頭
調
】

「草
橋
驚
夢
」

「長
亭
饅
別
」
。
巻

二
:

【北
跣
落
金
銭
】

「
崔
鶯
鶯
」

・

【馬
頭
調
】

「草
橋
驚
夢
」。
巻

三
:

【
馬
頭
調
】

「
衣
錦
榮
蹄
」
。
巻

四
:

【馬
頭
調
】

「
寄
箋
」

・

【漏
州
歌
】

「西
廟
」
。
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『
京
都
小
曲
紗
』

〔道
光
年
間
北
京
妙
本
〕
巻
二
:

【
北
跣
落
金
銭
】

「紅
娘
寄
束
」

・

【黄
鶴
調
】

「拷
紅
」
。

『
百
萬
句
全
』

〔威
豊
六
年

二

八
五
六
)
北
京
紗
本
〕
第
五
冊
:

【馬
頭
調
】

「
退
兵
」

「倣
媒
人
」

「喬

坐
衙
」

「送
行
」

「
長
亭
」

「遊
寺
」

「寄
束
」

「
拷
紅
」
。

一
方
、
講
唱
文
学
全
盛
の
時
代
と
言
わ
れ
る
清
代
に
於

い
て
は
、
楽
曲
系
の
民
歌
俗
曲
だ
け
で
は
な
く
、
鼓
詞

・
子
弟
書

.
弾
詞

.

木
魚

書
な
ど
詩
讃
系
の
ジ

ャ
ン
ル
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
鼓
詞
の
祖
と
見
な
さ
れ
る
宋

・
趙
徳
麟
の

「
元
微
之
崔
鶯
鶯

商
調

蝶
懸
花
鼓
子
詞
」
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
し
て
、
全
十
巻

・
二
十
七
回
か
ら
構
成
さ
れ
た
長
編
鼓
詞

『
西
廟
記
』

(嘉
慶
年
間
会

文
堂

刻
本
)
が
あ
る
。
ま
た
、

「
子
弟
書
」

の
中
に
も
、
西
廂
故
事

を
テ
ー

マ
と
し
た
作
品
が
幾

つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
例
を
次

に
挙

げ
る
。

「
拷
紅
」

:
嘉
慶
年
間

(
一
七
九
六
～

」
八
二
○
)
北
京
刻
本
。

「
西
廟
記
子
弟
書
全
本

(
十
五
回
)」

:
道
光
年
間

(
一
八
二

一
～

一
八
五
〇
)
刻
本
。

「
讐
美
奇
縁
」

:
同
治
年
間

(
一
八
六
二
～

一
八
七
四
)
盛
京
程
記
書
坊
刻
本
。

「
紅
娘
寄
束
」

:
光
緒
年
間

二

八
七
五
～

一
九
0
八
)
北
京
別
埜
堂
妙
本
。

「
西
廟
記
子
弟
書
全
本

(
八
回
)」

:
北
京
奮
鋤
本
。

こ
れ
ら
の
鼓
詞

・
子
弟
書
な
ど
の
西
痛
故
事
は
庶
民
が
最
も
受
け
入
れ
や
す
い
形
式
の
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
清
代
の
民
間
に
広

く
伝
わ

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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四
、
む
す
び
1
西
廂
故
事

に
お
け
る
雅
と
俗

愛

情
は
文
学
に
於
い
て
、
普
遍
的
か
つ
恒
久
的
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
文
人
雅
士
に
と

っ
て
も
、
庶
民
俗
夫
に
と

っ
て
も
、
愛
情
物
語

が
時
間
と
場
所
と
に
関
係
な
く
如
何
に
普
遍
的
魅
力
的
な
も
の
で
あ

っ
た
か
、
以
上
の
考
察
に
よ

っ
て
、
幾
分
か
で
も
明
ら
か
に
な

つ

た
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
文
人
伝
奇
と
民
間
歌
曲
と
は
、
作
者

・
場
所

・
受
容
層

・
表
現
手
段
な
ど
が
異
な
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

作
品
中
に
よ
り
雅
、
ま
た
は
よ
り
俗
な
る
傾
向
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。



す

で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
民
歌
俗
曲
は
口
承
文
芸
と
し
て
、
農
村
か
ら
都
市
に
至
る
ま
で
、
労
働

.
祭
祀
の
場
か
ら
娯
楽

の
場
ま

で
、

民
間
の
至
る
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
歌

い
手
と
聴
衆
は
と
も
に
庶
民
、
或
い
は
都
会

の
妓
女

・
商
人

で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、

人
々
に
最
も
好
ま
れ
た

メ
ロ
デ
ィ
ー
、
わ
か
り
や
す
い
口
語

・
方
言
の
使
用
に
よ

っ
て
、
西
廂
故
事

は
民
間

で
流
行
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
他
方
、
同
じ
才
子
佳
人
の
恋
愛
を
詠
じ
た
も

の
で
あ

っ
て
も
、
文
人
の
手
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
伝
奇
は
、
俗
文
学

の
ジ
ャ

ン
ル
に
含
ま
れ
る
と
は
言
え
、
多
く
雅
な
る
表
現
手
段
を
使

つ
て
い
た
。
典
故

・
雅
句
を
頻
用
す
る
の
も
、
や
は
り
古
典
の
教
養
を
有

し
た
受

容
者
の
趣
味
に
合
わ
せ
た
た
め
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
民
歌
俗
曲
は
そ
の
出
自
が
文
人
の
手
の
届
か
ぬ
民
間
に
あ
り
、
よ
り
俗
な

る
性

格
の
強
い
も
の
で
あ

っ
た
。

一
方
、
伝
奇
は
文
人
の
参
与

に
よ

つ
て
、

「雅
戯
」
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
実
、
民
歌
俗
曲
は
決
し
て
庶
民
だ
け
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
従
来
俗
文
学
に
つ
い
て
、

「学
識

あ
る
士
大
夫

の
重

視
し
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
い

つ
た
考
え
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
以
上
に
見
た
よ
う
に
、
俗
曲
に
関
心
を
持

つ
文
人
達
も

確
か
に
数
多
く
存
在
し
、
彼
ら
に
よ

つ
て
、
明
清
の
民
歌
俗
曲
は
当
時
さ
ら
に
流
行
し
、
し
か
も
文
字
記
録
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
西
廂
故
事

を
題
材
と
し
た
作
品
に
於
い
て
は
、
そ
れ
が
小
説

・
戯
曲

・
講
唱
文
芸
な
ど
に
仕
組
ま
れ
た
背

後
に
、

文
人
の
参
与
と
関
心
が
終
始

一
貫
し
て
色
濃
く
存
在
し
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

最
後

に
、
明
清
時
代
に
お
け
る
西
廂
故
事

流
行
の
背
景
と
原
因
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
伝
奇
か
ら
民
歌
俗
曲

に
至
る
ま
で
、
西

廟
故
事

が
広
く
流
行
し
た
大
き
な
原
因
と
言
え
ば
、
や
は
り
恋
愛

の
自
由
を
拘
束
す
る
封
建
礼
教

へ
の
反
抗
を
挙
げ

ね
ば
な
ら
な

い
で

あ
ろ
う
。

『
王
西
廟
』
は
明
の
李
卓
吾
、
清

の
金
聖
嘆
に
よ

つ
て
、

「古
今

の
至
文
」
と
の
評
価
を
与
え
ら
れ
た
が
、

一
方

で
は
、

「淫

を
講
え
る
」
禁
書
と
し

て
、
非
難
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
当
時
、
恋
愛
は
姦
通
と
見
な
さ
れ
、
鴬
鴬

・
張
生
の
よ
う
な
恋
人
達
は

犯
罪
者

と
し
て
と
が
め
を
受
け
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
否
む
し
ろ
、
禁
圧
を
受
け
れ
ば
受
け
る
ほ
ど
、
恋
愛
の
自
由

を
求

め
る
欲
求
は
、
か
え

っ
て
熾
烈
で
あ

っ
た
。
情
の
為
に
命
を
か
け
た
と
い
う
数
多
く
の
事
例
が
こ
れ
を
証
明
し

て
い
る
。

「男
女

の
情

を
借
り
て
、
名
教
の
偽
薬
を
発
く
」

(漏
夢
龍

「
序
山
歌
」
)
と
い
っ
た
背
景
の
も
と
に
、

「
願
普
天
下
有
情
的
都
成
了
春
属
」

と
い
う

反
封
建
の
理
想
を
打
ち
出
し
た
西
廂
故
事

が
こ
の
時
代
に
大
流
行
し
た
の
は
、
当
然
の
趨
勢
で
あ

っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
、
西
廟

故
事

が
時
代

・
ジ

ャ
ン
ル

・
階
級
も
越
え
て
、
人
口
に
胎
災
し
、
雅
俗
と
も
に
賞
讃
さ
れ
た
の
は
、
何
よ
り
も
や
は
り
男
女
の
真
摯
な

愛
情
が
常
に
人
々
を
魅
了
し
た
と

い
う
こ
と
に
そ
の
根
本
的
な
原
因
が
あ

っ
た
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

明
清
時
代
に
お
け
る
西
痛
故
事
の
流
伝
に
つ
い
て

(黄
)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
七
号

主
、
、
!

「
西
痛

故
事

の
流

伝

と

『
伝
奇

』
1

『
伝
奇
』

と

い
う

名
称

の
変
遷

を
め

ぐ

っ
て

」

(
『
日
本

中
国
学

会

報
』

第

五
十
集

、

一
九

九

八
年
十

月

)

我

明

詩
譲

唐

,

詞
譲

宋
,

曲

又
譲

元
,

庶
幾

〔
呉
歌

〕

〔
掛

枝

児
〕

〔
羅

江
怨
〕

〔
打
喪

竿

〕

〔
銀

絞
続

〕

之
類

,
爲

我

明

一
絶

耳
。

(
清

・
陳
宏

緒

『
寒
夜

録
』

巻

上
)
。

明
代
伝

奇

の
発
展

の
盛

況

に

つ
い

て
、

明

の
沈
寵

緩

は

『
度

曲
須

知
』

上
巻

「
曲

運
隆

衰
」

の
中

で
、

「
…
…
名

人
才

子
、

踵

『
琵
琶
』

『
拝
月

』
之

武
、

競

以
傳
奇

鳴
。

曲
海

詞

山
、
於

今
爲

烈
」

と
述

べ
て

い
る
。
後

人

は

「
曲

海
詞

山
」

と

い
う
言

葉

で
明
清

伝
奇

の
隆
盛

を

た
と

え

る
。

呂

天
成
は

『
曲

品

・
自

序
』

に
、

「
…

…
上
巻

品
作
奮

傳
奇

者

及
作
新

傳
奇
者

、
下
巻

品
各

傳
奇
。
」
及

び

『
曲
品

・
巻
上
』

に
、

「
金

.

元
創

名
雑

劇
、

國
初

演
作
傳

奇
。
雑

劇

北
音
、

傳
奇

南
調
。
」

と
述

べ
る
よ
う

に
、

そ

の
当

時

の
戯

曲
作
者

及

び
作
品

を

「
作
傳
奇

者
」

.

「
傳
奇

」

と
称

し
た

の

で
あ
る
。

詳

し

く
は
、

張

人
和

氏

『
西
廟
記

論
証

』

(
東

北
師
範

大

学
出

版
社

、

一
九
九

五
年

)

・
蒋

星
燈

氏

『
西
席

記
的

文
献

学

研
究
』

(
上
海

古

籍

出
版

社
、

一
九

九
七

年
)
参

照
。

田
中
謙
二
氏

「
雑
劇

『
西
庵
記
』
の
南
戯
化
-

西
席
物
語
演
変
の
ゆ
く
え
ー

」

(『東
方
学
報
』
第
三
十
六
冊
、
昭
和
三
十
九
年
十

月

)
参

照
。

「
明
代

戯

曲

の
特
質
」

(『
日
本

中

国
学
会

報
』

第

十

六
集

、

一
九

六

四
年

十

二
月
、

後

『
中

国
戯
曲

演
劇

研
究
』

所

収

)。

『
支

那
近

世
戯

曲
史
』

(
弘
文

堂
書

房
、

昭
和

五
年

)
第

二
頁
。

所

謂
時

曲
,

指

的
便

是
民

間
的
詩

歌

而
言
。

凡

非
出

於
文

人
學

士
的

創
作
,

凡

「
不
登
大
雅

之

堂
」
的

小

調
,

明
人
皆

論

之

日

「
時

曲
」
。

故
在
時

曲

的

一
個
名

構
之

下
,
往

往

有
最

珍
異

的
珠
寳

纏

藏
在

那
里
。

(『
中

国
文
学

研
究

』

「
明
代

的
時

曲
」
、

作
家

出

版
社
、

一
九

五

七
年

)
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今

真
詩

乃
在

民
間

,

而
文

人
學
士

顧
往

往
爲

韻

言
謂

之
詩
。

(『
空
同

先
生

集
』

巻

五
十

「
詩
集

自
序
」
)

正
徳
初

尚

〔
山
披

羊
〕

,
嘉

靖
初

尚

〔
鎖
南

枝
〕

…

…
語
意

則
直

出

肺
臆
,

不
加
離

刻
,
倶

男

女
相
與

之
情

,
難

君

臣
友

朋
,
亦

多
有

託

此
者
,

以
其

情
尤

足
感

人

也
。
故

風

出
謡

口
,
眞

詩

只
在

民
間
。

(『
李
中

麓
間

居
集
』

巻

六

「
市
井
艶

詞

序
」
)

漏
夢

龍
及

び

『
山

歌
』

『
掛

枝

児
』

に

つ
い
て
は
、

大

木
康

氏

「
漏

夢
龍

『
山
歌
』

の
研
究

」

(
『
東

洋
文

化

研
究

所
紀

要
』

第

一
○

五

冊

、

一
九

八

八
年

)
、

「
俗

曲
集

『
掛

枝
児
』

に

つ
い

て
」

(
同
第

一
○

七
冊
、

一
九

八
八
年

)
参
照
。

田
中
謙

二
氏

「
文

学

と
し

て

の

『
董

西
廟
』

(
下
)
」

(
『
中

国

文
学

報
』

第

二
珊
、

一
九

五

四
年
)
第

九
十

七

頁
。

〔
打
渠

竿
〕

〔掛

枝

児
〕

二
曲
,

其

腔
調
約

略

相
似
,

則

不
問
南

北
,

不
問
男

女
,

不
問

老
幼

良
賎
,

人

人
習
之

,
亦

人

人
喜

聴
之
,

以

至
刊
布

成
峡

,
畢

世
傳

調
,

沁

人
心

傭
。

(
『
万
暦
野

獲
編

』
巻

二
十

五

「
詞
曲

」
)

其
萬

一
傳
者

,

或
今

閻

閻
婦

人

濡

子
所

唱

【
壁

破

玉
】

【
打

草

竿

】
之

類
。

猶

是
無

聞

無
識

,

眞
人

所

作
所

,

故
多

眞
聲

。

(
衰
宏

道

『
錦
帆

集
』

巻

二

「
叙
小
修

詩
」
)

在
現

在
看

來
,

此

書
的

償
値

實

較
所

有

無
病

而
吟

的
古

典

派
無

生
命

的
詩

集
、

詞

集
高

貴

的
多

多
。

(
『
中

国

文
学

研
究

』

「
白

雪
遺

音

選

序
」
)

金
文
京

氏

「
中

国

の
語

り
物
文

学

説

唱
文

学
」

(
『
中

国
通

俗
文

芸

へ
の
視

座
』

所
収

、
東

方
書

店
、

一
九
九

八
年

三
月

)
参
照
。

鄭
振

鐸

『
中

国
俗
文

学
史

』
第

一
章

「
何

謂
俗

文
学
」

(商

務

印
書

館
、

一
九

三
八
年

)。

王
利

器
輯

録

『
元
明

清

三
代
禁

殿
小

説
戯

曲
史

料
』
第

三
編

「
社
会

輿
論

」

(
上
海

古
籍

出
版

社
、

一
九

八

一
年

)
参

照
。

合

山
究

氏

「
明
清

時
代

に
お

け
る

情
死

と

そ
の
文

学
」

(『
伊
藤

漱

平
教

授

退
官

記
念

中

国
学
論

集
』

所

収
、

汲
古

書

院
、

一
九

八

六
年

三
月

)
参

照
。
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明
清
時

代

に
お

け

る
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廂
故
事
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流
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に

つ
い
て
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